
学 部 学 科（コース）
解答可能な科目

物理
p.1～8

化学
p.9～18

生物
p.19～46

工 学 部

機械工学科（機械工学コース） ○ ○ ○
機械工学科（航空宇宙学コース） ○ ○
電気電子情報工学科 ○ ○ ○
応用化学科 ○ ○ ○

創 造 工 学 部
自動車システム開発工学科 ○ ○ ○
ロボット・メカトロニクス学科 ○ ○ ○
ホームエレクトロニクス開発学科 ○ ○ ○

応用バイオ科学部
応用バイオ科学科（応用バイオコース） ○ ○ ○
応用バイオ科学科（生命科学コース） ○ ○ ○

情 報 学 部
情報工学科 ○ ○
情報ネットワーク・コミュニケーション学科 ○ ○
情報メディア学科 ○ ○

健康医療科学部
看護学科 ○ ○
管理栄養学科 ○ ○ ○
臨床工学科 ○ ○ ○

特 別 専 攻
解答可能な科目

物理
p.1～8

化学
p.9～18

生物
p.19～46

電気電子特別専攻 ○
医生命科学特別専攻 ○ ○ ○
ICTスペシャリスト特別専攻 ○ ○
次世代自動車開発特別専攻 ○
ロボットクリエータ特別専攻 ○
機械工学特別専攻 ○

2023年度入学試験問題
理 科

（物 理・化 学・生 物）
注 意 事 項
1．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の表紙と裏表紙の注意事項をよく読ん
でください。その際，問題冊子を開いてはいけません。

2．各科目の記載ページは次表の通りです。受験する学科によって解答できる科目が
異なるので注意すること。なお，解答可能な科目以外の科目を解答した場合，そ
の得点は無効となります。

注意）「○」印：解答可，「 」印：解答不可

スーパーサイエンス特別専攻を受験する者の解答可能な科目は次表の通りです。
なお，解答可能な科目以外の科目を解答した場合，その得点は無効となります。

注意）「○」印：解答可，「 」印：解答不可

（注意事項は裏表紙に続く）
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物 理

第1問 ばね定数がそれぞれ kA，kBの2本の軽いばねがある。それぞれのばねの自

然の長さは等しい。図のように，水平な天井にそれぞれのばねの上端を固定し，下

端に長さ L の軽い棒 ABをつるした。棒の一端 Aから長さ x の点 Oに質量 m のお

もりを軽い糸でつるしたところ，棒は水平に静止した。重力加速度の大きさを g

とする。次の問いの答えとして正しい式をそれぞれの解答群の中から1つずつ選べ。

O

kA kB

A B
L

x
m

問1 ばねの伸びはいくらか。 1

解答群

① mg
5（kA＋kB）

② mg
4（kA＋kB）

③ mg
3（kA＋kB）

④ mg
2（kA＋kB）

⑤ 2mg
3（kA＋kB）

⑥ mg
kA＋kB

⑦ 3mg
2（kA＋kB）

⑧ 2mg
kA＋kB

⑨ 5mg
2（kA＋kB）

⑩ 3mg
kA＋kB

問2 長さ x はいくらか。 2

解答群

①
kA

2（kA＋kB）
L ②

kB

2（kA＋kB）
L ③

kA

kA＋kB
L ④

2kA

kA＋kB
L

⑤
kB

kA＋kB
L ⑥

2kB

kA＋kB
L ⑦

kA＋kB

2kA
L ⑧

kA＋kB

2kB
L

⑨
kA＋kB

kA
L ⑩

kA＋kB

kB
L

1



第2問 図1のように，起電力2.0Vの電池（内部抵抗は無視する），4.0Ωの抵抗，

半導体ダイオード，スイッチ Sが接続された回路がある。ダイオードの電流―電圧

の特性曲線は図2のグラフのようになっている。次の問いの答えとして最も近い数

値をそれぞれの解答群の中から1つずつ選べ。

図2

電流（A）

0.5

0.4

0.3

0.2

0.1

O 0.5 1 1.5 2 電圧（V）

S
2.0V

b a

4.0Ω

図1

問1 スイッチ Sを a側に入れた場合と b側に入れた場合，回路を流れる電流は

それぞれいくらか。

a側に入れた場合： 3 A b側に入れた場合： 4 A

3 と 4 の共通の解答群

① 0.10 ② 0.20 ③ 0.30 ④ 0.40 ⑤ 0.50

⑥ 1.0 ⑦ 1.5 ⑧ 2.0 ⑨ 4.0 ⑩ 8.0

問2 スイッチ Sを b側に入れた場合での抵抗の消費電力は，スイッチ Sを a側

に入れた場合に対して何倍か。 5 倍

解答群

① 0.24 ② 0.36 ③ 0.46 ④ 0.60 ⑤ 0.72

⑥ 0.84 ⑦ 1.7 ⑧ 2.8 ⑨ 3.6 ⑩ 4.2
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第3問 y［m］4.0m/s

1

x［m］
O－5 －4 －3 －2 －1

－1

x 軸の正の向きに速さ

4.0m/sで進む正弦波が x＝0m

で減衰せず自由端反射し続けてい

る。図はある時刻における入射波

の波形を表している。次の問いの

答えとして最も近い数値または正

しい組み合わせをそれぞれの解答

群の中から1つずつ選べ。

問1 この入射波の波長はいくらか。 6 m

解答群

① 0.50 ② 1.0 ③ 1.5 ④ 2.0 ⑤ 2.5

⑥ 3.0 ⑦ 3.5 ⑧ 4.0 ⑨ 4.5 ⑩ 5.0

問2 十分に時間がたつと，入射波と反射波が干渉し，x ≦0mの範囲に定在波が

できる。－3.0m≦ x ≦0mの範囲にある節の位置として正しい組み合わせは

どれか。 7

解答群

① 0m，－1.0m ② 0m，－1.0m，－2.0m

③ 0m，－1.0m，－2.0m，－3.0m ④ －0.5m，－1.5m

⑤ －0.5m，－1.5m，－2.0m ⑥ －0.5m，－1.5m，－2.5m

⑦ －1.0m，－3.0m ⑧ －1.0m，－1.5m，－2.0m

問3 定在波ができた後，x＝0mでは何秒ごとに変位が正で最大になるか。

8 秒

解答群

① 0.10 ② 0.20 ③ 0.30 ④ 0.40 ⑤ 0.50

⑥ 2.0 ⑦ 2.5 ⑧ 3.3 ⑨ 5.0 ⑩ 10

物 理
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第4問 図のように，凸レンズと凹レンズをそれぞれの光軸が x 軸に一致するように

置く。凸レンズと凹レンズの中心の位置はそれぞれ x＝0cmと x＝8.0cmであ

る。また，凸レンズと凹レンズの焦点距離はそれぞれ6.0cmと5.0cmである。凸

レンズの前方 x＝－4.0cmの位置に大きさ2.0cmの物体を置いた。次の問いの答

えとして最も近い数値をそれぞれの解答群の中から1つずつ選べ。

物体

x［cm］－12 －10 －8 －6 －4 －2 0 2 4 6 8 10 12

問1 凸レンズのみによってできる像の x 軸上の位置はいくらか。

x＝ 9 cm

解答群

① －12 ② －6.0 ③ －5.0 ④ －0.17 ⑤ －0.083

⑥ 0.083 ⑦ 0.17 ⑧ 5.0 ⑨ 6.0 ⑩ 12

問2 2枚のレンズによってできる像の x 軸上の位置と大きさはそれぞれいくらか。

位置：x＝ 10 cm 大きさ： 11 cm

10 の解答群

① －12 ② －10 ③ －8.0 ④ －6.0 ⑤ －2.0

⑥ 2.0 ⑦ 4.0 ⑧ 6.0 ⑨ 10 ⑩ 12

11 の解答群

① 0.40 ② 1.2 ③ 1.6 ④ 2.0 ⑤ 2.4

⑥ 2.8 ⑦ 3.2 ⑧ 3.6 ⑨ 5.0 ⑩ 6.0
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第5問

物体 P

おもり Q

30°水平方向

図のように，質量3m の物体 P

と質量 m のおもり Qが軽い定滑車を

通した糸で結ばれている。Pは，水平

方向に対して角30°をなす斜面上に置

かれており， Qは定滑車から鉛直方

向につり下げられている。斜面はあら

く，Pと斜面との間の動摩擦係数は �39 である。Pと Qを結ぶ糸は軽く，つねに

張っているものとする。重力加速度の大きさを g とし，空気抵抗は無視する。次

の問いの答えとして正しい式または正しい向きをそれぞれの解答群の中から1つず

つ選べ。

ア．図の状態で，Pと Qは静止していた。

問1 Pが斜面から受ける垂直抗力の大きさはいくらか。 12

解答群

① �3
9 mg ② 1

3 mg ③ 1
2 mg ④ �3

3 mg

⑤ �3
2 mg ⑥ mg ⑦ 3

2 mg ⑧ �3 mg

⑨ 2mg ⑩ 3�3
2 mg

問2 Pが斜面から受ける静止摩擦力の向きはどちら向きか。 13

解答群

① Pが受ける重力と同じ向き ② Pが受ける重力と逆向き

③ Pが受ける抗力と同じ向き ④ Pが受ける抗力と逆向き

⑤ Pが受ける垂直抗力と同じ向き ⑥ Pが受ける垂直抗力と逆向き

⑦ Pが受ける糸の張力と同じ向き ⑧ Pが受ける糸の張力と逆向き

物 理
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問3 Pが斜面から受ける静止摩擦力の大きさはいくらか。 14

解答群

① �3
9 mg ② 1

2 mg ③ mg ④ �7
2 mg

⑤ 3
2 mg ⑥ 2mg ⑦ 5

2 mg ⑧ 3�3
2 mg

⑨ �7 mg ⑩ 2�3 mg

イ． Qに質量2m のおもりを追加し，糸につり下げられたおもりの全質量を3m

とした。おもりを静かに放したところ，Pは斜面上をすべり出した。

問4 Pが動き始めた後の Pの加速度の大きさはいくらか。 15

解答群

① 1
6 g ② �2

6 g ③ �3
9 g ④ 1

3 g ⑤ �2
3 g

⑥ �3
3 g ⑦ �5

3 g ⑧ �7
3 g ⑨ �3

4 g ⑩ �7
4 g

問5 糸の張力の大きさはいくらか。 16

解答群

① �3
9 mg ② 1

2 mg ③ mg ④ �7
2 mg

⑤ 3
2 mg ⑥ 2mg ⑦ 5

2 mg ⑧ 3�3
2 mg

⑨ �7 mg ⑩ 2�3 mg

問6 Pが動き始めてから斜面の上を距離 h すべる間に，Pの運動エネルギーは

いくら増加するか。 17

解答群

① 1
5 mgh ② 1

3 mgh ③ 1
2 mgh ④ �3

3 mgh

⑤ �2
3 mgh ⑥ �3

2 mgh ⑦ mgh ⑧ �2 mgh

⑨ 3
2 mgh ⑩ �3 mgh

6



第6問 図のように，細くてまっすぐな十分に長い導線に，1.0mあたり－Q の負の

電荷（Q＞0）が一様に分布している。導線から距離3d＝0.30m離れた点 Oに質量

0.20kg，電気量－5.0×10－6Cをもつ小球を置き，導線から距離2d＝0.20m離れた

点 Pを経て，導線から距離 d＝0.10m離れた点 Aまでゆっくりと運んだ。点 Aで

は，小球は図の左向きに大きさ F＝3.6×10－3Nの静電気力を導線から受けた。ま

た，点 Pと点 Aの電位は，点 Oを基準にとるとき，それぞれ－29Vと－79Vであ

った。クーロンの法則の比例定数を k＝9.0×109N・m2/C2とする。小球にはたらく

重力や空気抵抗は無視できるものとする。次の問いの答えとして正しい向きまたは

最も近い数値をそれぞれの解答群の中から1つずつ選べ。

1.0mあたり－Q の電荷が
一様に分布している導線

S

AO P F

d d d

問1 点 Aにおいて導線が作る電場（電界）の向きと強さを選べ。

向き： 18 強さ： 19 V/m

18 と 19 の共通の解答群

① 上向き ② 下向き ③ 左向き ④ 右向き ⑤ 1.7×102

⑥ 2.5×102 ⑦ 5.0×102 ⑧ 7.2×102 ⑨ 1.4×104 ⑩ 4.5×104

物 理
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問2 点 Oを基準にとるとき，点 Aで小球がもつ静電気力による位置エネルギー

はいくらか。 20 J

解答群

① 3.3×10－9 ② 8.9×10－9 ③ 6.3×10－8 ④ 1.7×10－7

⑤ 1.5×10－4 ⑥ 4.0×10－4 ⑦ 7.2×10－4 ⑧ 3.6×10－2

問3 点 Pから点 Aまで小球を運ぶとき，小球にはたらく静電気力がする仕事は

いくらか。 21 J

解答群

① －0.18 ② －2.5×10－4 ③ －7.3×10－5 ④ －1.0×10－7

⑤ 1.0×10－7 ⑥ 7.3×10－5 ⑦ 2.5×10－4 ⑧ 0.18

問4 小球を点 Aで静かに放すと，静電気力を受けて運動し，点 Pを通過した。

点 Pを通過したときの速さはいくらか。 22 m/s

解答群

① 1.3×10－3 ② 1.5×10－3 ③ 2.5×10－3 ④ 4.0×10－3

⑤ 2.7×10－2 ⑥ 3.5×10－2 ⑦ 5.0×10－2 ⑧ 6.3×10－2

問5 図のように導線を中心とする半径 d の円筒状の閉曲面 Sについてガウスの

法則を用いることによって導線1mあたりの電気量 Q を求めよ。 23 C/m

解答群

① 4.6×10－10 ② 9.3×10－10 ③ 1.2×10－9 ④ 1.4×10－9

⑤ 2.8×10－9 ⑥ 4.0×10－9 ⑦ 5.6×10－9 ⑧ 8.0×10－9

8



化 学

注意：⑴ 解答は，最も適切なものの番号を1つだけ選ぶこと。

注意：⑵ 計算をする問題は，計算結果に最も近い値の番号を選ぶこと。

注意：⑶ 実在気体とことわりがない限り，気体はすべて理想気体として扱

うものとする。

注意：⑷ 必要があれば，原子量および定数は次の値を使うこと。

H＝1．0，O＝16，F＝19，S＝32，Ca＝40，Fe＝56，

Cu＝64，Ag＝108

気体定数＝8．3×103��
Pa・L

K・mol
�
�

第1問 次の問1～4に答えよ。

問1 酸素原子18Oの中性子の数はいくつか。次の①～⑨のうちから選べ。

1

① 2 ② 4 ③ 6 ④ 8 ⑤ 9

⑥ 10 ⑦ 12 ⑧ 16 ⑨ 18

問2 単原子のイオンに関する記述として誤っているものを，次の①～⑤のうちか

ら選べ。 2

① イオン式がM＋で表されるイオンは，原子Mより電子が1個少ない。

② 一般に，イオン化エネルギー（第一イオン化エネルギー）が大きい原子ほど

陽イオンになりやすい。

③ 一般に，電子親和力が大きい原子ほど陰イオンになりやすい。

④ 陽イオンの半径は，もとの原子の半径より小さい。

⑤ 電子配置が同じイオンどうしでは，原子番号が小さいほどイオン半径は大

きい。

9



問3 化学結合に関する次の記述イ～ホの中には正しいものが2つある。その組合

せを，下の①～⑩のうちから選べ。 3

イ 水酸化ナトリウムは金属結合からなる。

ロ メタン分子は共有結合からなる。

ハ 水分子はイオン結合からなる。

ニ オキソニウムイオンはイオン結合からなる。

ホ ダイヤモンドは共有結合からなる。

① イ，ロ ② イ，ハ ③ イ，ニ ④ イ，ホ ⑤ ロ，ハ

⑥ ロ，ニ ⑦ ロ，ホ ⑧ ハ，ニ ⑨ ハ，ホ ⑩ ニ，ホ

問4 三酸化硫黄分子3．0×1024個に含まれる酸素原子の物質量は何molか。次

の①～⑨のうちから選べ。ただし，アボガドロ定数は6．0×1023/molとす

る。 4 mol

① 0．15 ② 0．30 ③ 0．50 ④ 1．5 ⑤ 3．0

⑥ 5．0 ⑦ 15 ⑧ 30 ⑨ 50

10



第2問 次の問1～4に答えよ。

問1 空気と液体の水のみを入れた容積一定の密閉容器がある。温度7℃のとき，

容器内の圧力は1．0×105Paであった。温度を87℃にしたとき，容器内には

液体の水が残っていた。このとき容器内の圧力は何 Paか。最も適切な数値を，

次の①～⑩のうちから選べ。ただし，87℃における水の蒸気圧は6．2×104Pa

とする。また，液体の水の体積変化，空気の水への溶解および7℃における水

の蒸気圧は無視できるものとする。 5 Pa

① 6．2×104 ② 1．0×105 ③ 1．3×105 ④ 1．6×105

⑤ 1．9×105 ⑥ 2．2×105 ⑦ 2．5×105 ⑧ 2．8×105

⑨ 3．1×105 ⑩ 3．4×105

問2 気体に関する記述として正しいものを，次の①～⑤のうちから選べ。

6

① 理想気体は，分子自身に体積があり，分子間力がはたらかないと仮定した

気体である。

② 理想気体は，分子間力がはたらき，分子自身の体積を0と仮定した気体で

ある。

③ 理想気体は，温度や圧力の条件によってはボイルの法則が成り立たない。

④ 実在気体は，温度や圧力の条件によっては理想気体とみなすことができ

る。

⑤ 実在気体は，同温・同圧での1molの体積が，気体の種類によらずまった

く同じである。

化 学
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第3問 次の問1～4に答えよ。

問1 鉄5．6gと硫黄1．6gを反応させたところ，次の反応式にしたがって，硫化

鉄（Ⅱ）が生成し，反応物のうち一方のみがすべて反応した。

Fe ＋ S �� FeS

反応せずに残った反応物の名称と質量（g）の組合せとして正しいものを，次

の①～⑩のうちから選べ。 9

残った反応物 残った質量（g）

① 鉄 0．050

② 鉄 0．10

③ 鉄 1．6

④ 鉄 2．8

⑤ 鉄 4．0

⑥ 硫 黄 0．050

⑦ 硫 黄 0．10

⑧ 硫 黄 0．40

⑨ 硫 黄 0．80

⑩ 硫 黄 1．3

問2 濃度が未知の希硫酸20．0mLを過不足なく中和するのに，濃度が0．100mol/L

の水酸化ナトリウム水溶液を10．0mL要した。この希硫酸の濃度は何mol/L

か。次の①～⑦のうちから選べ。 10 mol/L

① 1．00×10－2 ② 1．25×10－2 ③ 1．50×10－2

④ 2．00×10－2 ⑤ 2．50×10－2 ⑥ 3．00×10－2

⑦ 5．00×10－2

化 学
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問3 化学反応の速さに関する記述として誤っているものを，次の①～⑤のうちか

ら選べ。 11

① 反応速度定数は，温度が同じならば，反応物の濃度の大小では変化しな

い。

② 一般に，反応物の濃度が大きいほど，反応速度は大きくなる。

③ 適切な触媒によって反応速度を大きくすることができるのは，活性化エネ

ルギーが小さくなるためである。

④ 一般に，温度が高いほど，反応速度は大きくなる。

⑤ 一般に，固体が関係する反応では，固体の表面積が小さいほど，反応速度

は大きくなる。

問4 白金電極を用いて硝酸銀水溶液を電気分解したところ，陰極に銀が4．32g

析出した。このとき陽極で発生した気体の体積は，標準状態（0℃，

1．013×105Pa）で何 Lか。最も適切な数値を，次の①～⑥のうちから選べ。

12 L

① 0．22 ② 0．45 ③ 0．90

④ 2．2 ⑤ 4．5 ⑥ 9．0

14



第4問 次の問1～4に答えよ。

問1 貴ガス（希ガス）に関する記述として誤っているものを，次の①～⑤のうちか

ら選べ。 13

① 原子の価電子は0個である。

② ヘリウムは2族に属する。

③ 単体の沸点は原子量の増加とともに高くなる。

④ アルゴンは空気の約1％（体積％）を占める。

⑤ 単体は常温・常圧で無色の気体である。

問2 鉛（Ⅱ）イオンを含む水溶液に加えたとき，黒色の沈殿を生成するものを，次

の①～⑤のうちから選べ。 14

① 硫化水素水 ② 希塩酸

③ アンモニア水 ④ 水酸化ナトリウム水溶液

⑤ 希硫酸

問3 鉄およびその化合物に関する記述として正しいものを，次の①～⑤のうちか

ら選べ。 15

① 鉄を濃硝酸に入れると，不動態となるため，溶けない。

② 鉄の酸化物には緑青と呼ばれるものがある。

③ FeSO4水溶液に KSCN水溶液を加えると，白色沈殿が生じる。

④ FeCl3水溶液に NaOH水溶液を加えると，緑白色沈殿が生じる。

⑤ 赤鉄鉱の主成分は Fe3O4である。

化 学
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問4 フッ化カルシウムに濃硫酸を加えて加熱すると，フッ化水素が発生する。温

度27℃，圧力1．0×105Paのもとで，体積5．0Lのフッ化水素を得るのに必

要なフッ化カルシウムの質量は，少なくとも何 gか。最も適切な数値を，次

の①～⑩のうちから選べ。 16 g

① 0．59 ② 0．78 ③ 1．2 ④ 1．6 ⑤ 3．1

⑥ 5．9 ⑦ 7．8 ⑧ 12 ⑨ 16 ⑩ 31

16



第5問 次の問1～4に答えよ。

問1 次のアルケン Aにリン酸を用いて水を付加させたところ，2種類のアルコ

ール Bと Cが生成した。このとき Bの方が Cよりも多く生成した。B，Cに

適当な酸化剤を加えたところ，Bは酸化されなかったが，Cはケトンとなっ

た。B，Cに当てはまる化合物は，下のイ～ニのうちどれか。正しい組合せ

を，下の①～⑨のうちから選べ。 17

CH3C
CH3
CHCH3

アルケン A

イ
CH3CHCH2CH3

CH2OH ロ
CH3CHCHCH3

CH3

OH

ハ
CH3C CHCH3

CH3

OH OH

ニ
CH3CCH2CH3

CH3

OH

B C

① イ ロ

② イ ハ

③ イ ニ

④ ロ イ

⑤ ロ ハ

⑥ ロ ニ

⑦ ニ イ

⑧ ニ ロ

⑨ ニ ハ

化 学
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